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■対談

◆どこにもなかった知的創造拠点

楠見　ナレッジキャピタル開業は、たいへん大きな反響を呼び
ましたね。
野村　おかげさまでグランフロント大阪全体に非常にたくさん
の方にお越しいただいて、ナレッジキャピタルにも幅広い層の
方が来られています。ナレッジキャピタルはビジネスマンや研
究者が対象と思われがちですが、実際にはお子さんや若い女性、
シニアのご夫婦の来場も多くなっています。
楠見　このような施設は日本ではもちろん、世界を見渡しても
例がないのでは？
野村　おっしゃる通りです。主な施設として、企業や研究機関
が集積した「ナレッジオフィス」、企業間のコラボレーションを
目的とした「コラボオフィス」や、さまざまな分野を超えた出会
いと交流が可能な「ナレッジサロン」があります。そこで立ち上
がったプロジェクトに基づき、作成したプロトタイプは「The 
Lab.みんなで世界一研究所」で展示し、消費者の反応を知るこ
とができます。さらに具体的なものが出来上がれば、発表・披
露ができるシアターやコンベンションセンターもあります。つ
まり、さまざまな人材が集まり、出会いからアウトプットまで
ワンストップでできる。このような拠点は世界でも他にはない
だろうと思います。それも、ターミナル駅前の一等地で、一般

の方々が気軽に立ち寄れる場所にあり、商業施設も混在してい
るような拠点はないはずです。
楠見　前例のないプロジェクトだけに、総合プロデューサーと
してのご苦労もあったのではないですか？
野村　私が総合プロデューサーになった時には、“「感性」と「技
術」を融合し「新しい価値」を生み出す知的創造拠点”といって
も、どのような施設でどのように運営していくのかまだ漠然と
していました。そこから、ナレッジサロン、ナレッジシアター、
The Lab.という3つの直営事業の企画をまとめ具体化する一方、
ナレッジキャピタルを知っていただくイベントを定期的に開催
することで、賛同者を増やし、参画者の募集も行いました。その
中で一番の苦労といえば、コンセプトや意図をなかなか理解さ
れなかったことです。世界にも類のない試みだけに、何かを例に
挙げて「あそこみたいなものです」という説明の仕方ができない。
ピンとくる人は「面白い」と言ってくれたのですが、分からない
人にはいくら言葉で説明してもさっぱり伝わりませんでした。

◆大阪の元気は民の力で盛り上げる

楠見　大正から昭和にかけて大阪は「大
だいおおさか

大阪」と呼ばれて、商業
や紡績、医薬品などの産業が栄え、東京を上回る活気に溢れた
時代がありました。その黄金時代、大阪では官ではなく民が主
役でした。それが徐々に東京一極集中が進み、大阪は元気がな

大阪都心の一等地、大阪駅北地区「うめきた」に、2013年4月26日、グランフロント大
阪がオープンした。その中核施設ナレッジキャピタルは、「感性と技術の融合により、新
たな価値を創出する」をコンセプトに、最先端の技術や研究に触れることができ、連日幅
広い層の来場者でにぎわっている。世界に向けて成果を発信し、大阪の活性化を推進する
強力な拠点として期待されるこの施設の総合プロデューサー・野村卓也氏と楠見晴重学長
が今後の展望を語った。
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の関係者などが中心でしたが、最近は見学に来られて気に入っ
て入会される若いクリエーターや起業家などが増え、会員の幅
が広がっています｡7階のナレッジサロン中央の大きなカフェラ
ウンジも、席がいっぱいになるほど活況を呈するようになって
います。
 また、若手のクリエーターやスタートアップのベンチャー企
業が入っているコラボオフィスは、オープンスペースで横のつ
ながりを深めながら、実際に何かを生み出す場所として機能し
始めています。
楠見　本学では4月に、学生が集まり、討論し、共同で発表す
るものを制作できる「コラボレーションコモンズ」というオープ
ンスペースを千里山キャンパスの凜風館に開設しました。学生
版のナレッジサロンやコラボオフィスといえるかもしれません。
もし機会があれば、のぞいてみてください。
野村　「場」は重要ですね。自然な交流を育むことができる場が
あり、多様なものの考え方や、異なる世界にいる人達と出会う
ことが、イノベーションにとっては効果的だと思っています。

◆関西大学うめきたラボラトリを開設

野村　関西大学がナレッジキャピタルに参加していただけたこ
とは、私も関西大学OBとしてうれしいですし、非常にありが
たいと思っています。大阪大学もそうですが、大阪に昔からあ
る大学がここで活動し、さらに企業と一緒になって新しいもの
を作り出していくことが非常に重要だと感じています。ナレッ
ジオフィスに入居いただいた「関西大学うめきたラボラトリ」は
どのようにお使いいただいていますか？
楠見　今、利用しているのは化学生命工学部と総合情報学部で
す。化学生命工学部は、不凍タンパク質研究の第一人者である
生命・生物工学科の河原秀久教授が、学生も交えて企業と商品
開発の課題についての会議などで利用しています。不凍タンパ
ク質を利用することで冷凍食品を解凍したときの味の劣化を防
ぐことができるなど、さまざまな効果が期待されているため、
いくつかの企業が河原先生の研究に関心をお持ちになり、すで

に実用化に至った事例もあります。
 総合情報学部は田中成典教授の研究室と本学発のベンチャー
企業・株式会社関西総合情報研究所が連携して「Androidアプ
リ開発短期セミナー」を開催しています。関西総合情報研究所
には社員として働いている総合情報学部の学生もいて、このセ
ミナーでも活躍しています。学生にとっては学んだことを学外
で活かしていくことが良い刺激になっているようです。
 ラボラトリでの活動は6月に始まったばかりで、今後、さら
に産学官連携による研究事業の活性化と社会還元のために有効
に利用していきたいと考えています。

◆世界と連携、世界に情報発信

楠見　関西大学では私が学長に就任してから、世界の大学との
結びつきを深めていこうと、ここ数年はとりわけアジアのハブ
大学を目指し、連携を強化してきました。ナレッジキャピタル
もここで生まれた成果を海外に広めていくなど、世界を視野に
入れておられると思います。具体的に海外との連携の取り組み
などを教えてください。
野村　グランフロント全体が、「アジアのゲートウェイ」を掲げ
ています。ナレッジキャピタルでは、開業前からシンガポール、
香港、台北、ソウルなどの都市と交流を深めていて、既に成果
も実り始めています。
 例えば、7月には「香港サイエンス＆テクノロジーパーク」の
代表が来られたのに続いて、「香港サイバーポート」の代表と入
居企業5社が来られ、ナレッジキャピタルの参画者と一緒にセ
ミナー、ディスカッションとビジネスマッチングを行いました。
12月には希望者を募って、逆にこちらから香港を訪ね、プレゼ
ンテーションをしようと計画しています。その後も交互に訪問
し合い、年４回程度の交流を続けていこうと考えています。
 また、フランスのリヨン市からも、市内にある駅前の再開発
プランのために、市長一行が団体で視察に来られました。リヨ
ンにはこちらからも数度訪問していて、将来的な連携を検討し
ています。SNS全盛の時代ですが、フェイストゥフェイスの交

流がやはり大事です。海外企業との連携を通じて、互いにマー
ケットを広げる道筋を作れたらと思っています。
楠見　それはぜひ、どんどん進めていただきたい。ここが活力
ある大阪の1つの象徴的な施設として世界から注目されるよう
になれば、ナレッジキャピタルがあるから大阪を訪れようとい
う観光の新しい切り口が生まれると思います。

◆ナレッジキャピタルはスター誕生のステージ

楠見　大学には教育機関として社会に有為な人材を送り出して
いくという役割があります。そのために、本学では自ら考え、
行動できる人材を育成する教育を進めています。新しい産業・
技術・文化・価値を創造し、関西から世界に発信することを目
指しているナレッジキャピタルとしても、人材育成は大きな課
題なのではないですか？
野村　そうですね。人材育成は大きなテーマとして取り組んで
います。その一環として、いくつかの公募のアワードを開催し
ます。「インターナショナル・スチューデンツ・クリエイティ
ブ・アワード（ISCA）」もその1つです。ISCAは、学生を対象に
した映像コンテンツのコンテストで、国内と海外部門があり、
国内にはモバイルアプリ部門もあります。海外は連携している
香港やシンガポールを中心に応募を呼びかけています。関西大
学の学生さんもぜひ、ご応募ください。
 11月には受賞発表と上映会、イベントを実施し、アジアから
も学生を招待して、学生クリエーター同士の交流を図り、入賞
者には次の作品製作の機会を提供するなどして、新鮮なコンテ
ンツを生み出す若い才能をここから育てたいという希望を持っ
ています。
 イノベーションというと技術革新のことを指すと捉えられが
ちですが、私たちはもう少し広く社会を変えて行くことと捉え
て、あえてナレッジイノベーションという言い方をしています。
ナレッジイノベーションとは、多様なアイデアによって世の中
を変えていくことです。ナレッジイノベーションという言葉は
少し難しい感じがするかもしれませんが、言い換えれば、
「OMOSIROI」ことをやっていくことだと私たちは考えました。
 今世界に通用する日本語といえば「モッタイナイ」とか「カワ
イイ」がありますが、それに続く日本発の言葉として「オモシロ
イ」を私たちは押していこう、大阪から「OMOSIROI」ことをやっ
ていこうと言っています。大阪ならば「OMOROI」ではないのか
という議論もあったのですが、「オモシロイ」は漢字で書くと、
「面」に「白い」と書きます。「面」は「目の前」を表し、「白い」は
パッと明るくなることを表します。つまり、「オモシロイ」とは
「パッと目の前が明るくなる」とか、「心が晴れ晴れする」ことで
す。ナレッジキャピタルに来られたら、研究者でも、科学者でも、
技術者でも、一般消費者でもパッと明るくなって、ヒントや気づ
き、ひらめきがもらえる場所になればといいなと思っています。
 そして、ナレッジキャピタルからスターを生み出したい。ス
ターは人でも、製品やサービス、企業であってもいい。ここか
らスターを生み出し、世界に「OMOSIROI」を発信していきた
いと考えています。

いと言われるようになりますが、大阪を元気にする核となるの
は、やはり民だと思っています。大阪で生まれて大阪に育てら
れてきた本学も、民の力の1つとして貢献したいと願っていま
すし、ナレッジキャピタルにも大阪を元気にする核となって頑
張ってほしいという期待を持っています。
野村　正にグランフロント大阪は民間主導のプロジェクトで、
12社のデベロッパーが運営を行っています。その点も世界的に
例が少ないといえます。オーストリアのリンツで毎年開催され
ている世界的なメディアアートの祭典を主催し、美術館や博物
館機能を持つセンターやアトリエ、研究機能を持つフューチャー
ラボを常設している「アルス・エレクトロニカ」の代表が先日来
られましたが、彼が一番感心していたのもここが民間主導で運
営されていることでした。

◆多様性が交錯する場から革新を

楠見　大学の役割を考える上で、重要なキーワードとして「知」
があります。大学は知の継承、知の創造、知の循環を行ってい
かなければならない。その取り組みを社会に向けていかに発信
していくかを考えたときに、幅広い分野の研究者やビジネスマ
ン、一般の生活者が行き交うナレッジキャピタルは非常に面白
い場所です。The Lab.で大学における知の創造の成果を展示す
れば、専門家だけでなく、一般の方にも知っていただけること
につながり、これはとても楽しみなことです。
野村　展示ブースには展示内容を評価する「いいね !」ボタンの
ようなものを設置している企業もあるのですが、大阪の方はど
んどん押していきます。これは、東京では考えられないことで、
こんなに押されないようです。「悪い評価であっても、押しても
らえることはうれしい」と研究者は話しています。そういう意
味で、消費者の反応を見るには非常に良い場所のようです。企
業の方も大きな期待を寄せられています。
楠見　ナレッジサロンは会員制ですね。どんな方が入会されて
いるのですか？
野村　現在、会員数は約900人。開業時はThe Lab.の出展企業
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ナレッジキャピタルに開設された「関西大学うめきたラボラトリ」


